
遺跡（埋蔵文化財包蔵地）に関する手続きの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画変更できず、遺跡の保護が出来ない場合 

あり 

なし 

あり 

なし 
計画地が埋蔵文化財包蔵地か確認 

計画予定地が遺跡（埋蔵文化財包蔵地）か、 

窓口・電話・FAXにてご確認ください。 

工事着手 

文化財保護法第９３条・９４条に基づく事前の届出が必要になります 

工事着手の６０日前までに諏訪市教育委員会にご提出ください（市経由で長野県に提出）。 

提出部数２部、様式があります（土木工事等のための埋蔵文化財発掘の届出書）。 

届出は工事規模の大小に関わらず必要です。また、過去に建物などがあった土地、調査済みの土地でも

そのたびに届出は必要となります。 

保護協議では計画内容を伺い、遺跡の内容と照らし合わせて発掘調査が必要かなどを検討します。 

試掘調査 

地下に実際に遺構・遺物などがあるか確認をします。 

慎重工事 

慎重に工事を実施してください。埋蔵物などの発見時にはご連絡くさだい。 

工事着手 

ただし、必要に応じて工事

立会をお願いする場合があ

ります。 

発掘調査 

工事などによって遺跡の破壊される範囲で、全面発掘を実施します。 

工事立会 

基礎掘削工事時に市職員が掘削状況を確認します。埋蔵物が検出された場合

には保護協議が必要になります。事前に工事日程をご連絡ください。 

影響の無い計画に変更 

場所や深さなど、遺跡に影響の無い範囲での施工に変更。 

埋蔵文化財の状況により対応がかわる場合がありますのでご了承ください 

照会・問い合わせ先 
諏訪市教育委員会 生涯学習課 文化財係 
〒392-0015 長野県諏訪市中洲171-2 諏訪市博物館内 
TEL:0266-52-8522 FAX:0266-52-6990 E-mail:shougaku@city.suwa.lg.jp 

埋蔵物などの発見時に

はご連絡ください。 

工事着手 

工事着手 

保護協議 

計画の内容と遺跡の内容などによって、以下のように対応が分かれます。 


